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■
開
祖
日
什
大
正
師
御
生
誕

七
〇
〇
年

顕
本
法
華
宗
で
は
、
平
成
二
十
五

年
に
開
祖
日
什
大
正
師
御
生
誕
七
〇

〇
年
の
聖
年
を
迎
え
た
。

京
都
の
総
本
山
妙
満
寺
で
四
月
に

正
当
慶
讃
法
要
を
厳
修
。
そ
の
翌
年

五
月
に
什
祖
誕
滅
の
霊
場
で
あ
る
会

津
若
松
市
の
妙
法
寺
で
慶
讃
法
要
を

勤
め
、
同
日
市
内
の
風
雅
堂
を
会
場

に
「
慶
讃
の
集
い
」
を
開
催
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
全
国
か
ら
大
勢
の
僧
俗
が

参
集
、
様
々
な
企
画
も
盛
り
込
ん
で

奉
行
し
、
大
き
な
感
動
を
呼
ん
だ
。

事
業
推
進
の
さ
な
か
、
東
日
本
大

震
災
が
起
こ
り
、
そ
の
対
応
の
た
め

に
大
幅
な
計
画
変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
が
、
妙
法
寺
の
震
災
被
害
復
興

事
業
や
市
内
各
所
の
霊
跡
顕
彰
事
業

を
通
じ
て
、
結
果
的
に
は
什
祖
の
ご

遺
徳
を
よ
り
強
く
感
得
で
き
る
も
の

と
な
っ
た
。

■
「
慶
長
法
難
」
不
惜
身
命
の

先
師
―
常
楽
院
日
経
上
人

第
四
〇
〇
遠
忌

来
る
平
成
三
十
一
年
は
、
総
本
山

妙
満
寺
第
二
十
七
世
・
常
楽
院
日
経

上
人
の
第
四
〇
〇
遠
忌
を
迎
え
る
。

徳
川
幕
府
の
法
華
宗
弾
圧
と
し
て

知
ら
れ
る
慶
長
法
難
は
、
慶
長
十
三

年
（
一
六
〇
八
）、
日
経
上
人
と
尾

張
国
熱
田
の
浄
土
宗
正
覚
寺
・
沢
道

と
の
法
論
に
端
を
発
し
、
江
戸
城
内

で
浄
土
宗
と
宗
論
に
臨
む
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
徳
川
家
康

の
企
て
に
よ
り
暴
徒
に
襲
わ
れ
て
瀕

死
の
重
傷
を
負
い
、
一
言
も
言
葉
を

発
せ
ら
れ
ぬ
ま
ま
一
方
的
に
負
け
と

判
定
が
下
さ
れ
、
翌
年
、
弟
子
五
人

一
、
先
師
報
恩
事
業

◆
昨
年
の
熊
本
の
大
地
震

で
は
多
く
の
尊
い
人
命
が

失
わ
れ
、
度
重
な
る
大
型

台
風
の
到
来
は
北
海
道
を

は
じ
め
各
地
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

一
日
も
早
い
回
復
を
願
う

ば
か
り
で
す
。
近
年
、
こ

う
い
っ
た
自
然
現
象
の
前

で
、
私
た
ち
人
間
が
い
か

に
無
力
か
を
実
感
さ
せ
ら

れ
る
事
柄
が
多
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

◆
「
こ
の
ま
ま
で
は
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が

い
な
く
な
る
」。
こ
ん
な
話
題
を
ニ

ュ
ー
ス
で
見
ま
し
た
。
高
山
地
帯
に

住
む
雷
鳥
は
飛
ぶ
こ
と
は
上
手
く
な

く
と
も
、
夏
と
冬
で
毛
色
が
変
わ
る

愛
ら
し
い
姿
で
人
気
が
あ
り
ま
す

が
、
他
の
野
生
動
物
の
進
出
に
よ
り

そ
の
住
処
を
奪
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
い

う
の
で
す
。
近
年
の
温
暖
化
で
山
頂

付
近
の
気
温
が
上
が
り
、
本
来
そ
こ

に
は
居
な
い
は
ず
の
鹿
・
猿
・
狸
・

狐
な
ど
が
生
息
圏
を
広
げ
て
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
海
洋
で
も
同

様
の
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
い

ま
す
。

◆
地
球
上
の
す
べ
て
の
生
物
は
皆
そ

れ
ぞ
れ
に
適
し
た
生
息
地
が
あ
り
、

そ
こ
で
暮
ら
し
、
子
孫
を
増
や
す
こ

と
を
何
億
年
も
の
間
続
け
て
来
ま
し

た
。
そ
の
大
い
な
る
生
命
の
サ
イ
ク

ル
を
今
一
番
崩
し
て
い
る
の
は
他
な

ら
ぬ
人
間
で
す
。
地
球
に
と
っ
て
人

類
は
害
そ
の
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

◆
私
た
ち
人
間
は
、
地
球
と
い
う
巨

大
な
生
命
体
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い

る
種
の
一
つ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
れ

な
の
に
人
間
同
士
の
勝
手
な
都
合
で

環
境
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
、

結
局
は
人
類
の
存
在
自
体
を
危
う
く

し
て
い
る
の
で
す
。
今
な
お
続
く
原

発
の
脅
威
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
し

ょ
う
。
生
き
る
た
め
に
必
要
な
も
の

は
、
す
べ
て
自
然
か
ら
の
恵
み
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
破
壊
で
は
な

く
再
生
へ
の
智
恵
を
出
し
合
わ
な
け

れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
奪
う

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

◆
一
人
一
人
が
意
識
し
て
ゴ
ミ
を
減

ら
し
、
節
電
、
節
水
を
心
掛
け
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
で
も
地
球
環
境
の
大
き
な

改
善
に
繋
が
り
ま
す
。
こ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
お
題
目
と
共
に
お
寺
か
ら
も

っ
と
発
信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
法
華
経
を
二
人
・
三
人
・
十
人
・

百
千
万
億
人
唱
え
伝
う
る
ほ
ど
な
ら

ば
、
妙
覚
の
須
弥
山
と
も
な
り
、
大

涅
槃
の
大
海
と
も
な
る
べ
し
」（
日

蓮
大
聖
人
『
撰
時
抄
』）。

（
柳
）

【
顕
本
法
華
宗
】

近
年
の
本
宗
の
取
り
組
み

―
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
御
降
誕

八
〇
〇
年
に
向
け
て
―

猊
下
の
著
書
と
邂
逅
し
て
入
信
、
は

る
ば
る
日
本
に
訪
ね
て
教
え
を
乞
い
、

そ
の
後
は
古
瀬
日
宇
猊
下
の
教
導
を

得
て
出
家
・
得
度
さ
れ
た
こ
と
に
始

ま
る
。
現
在
は
、
そ
の
子
女
と
孫
の

鍋
田
浄
月
師
と
信
学
師
が
主
管
を
相

続
し
て
い
る
。

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
三
）、

サ
ン
パ
ウ
ロ
郊
外
の
自
宅
を
改
築
し

て
顕
本
寺
を
建
立
、
平
成
四
年
（
一

九
九
二
）
に
は
、
さ
ら
に
発
展
し
て

現
在
の
市
街
地
へ
と
遷
堂
し
た
。

十
一
月
二
十
六
日
の
法
要
は
、
島

と
と
も
に
京
都
六
条
河
原
で
劓
刵

�
�
�
�
�
�
�
�

の
刑
に
処
さ
れ
た
。

受
難
後
、
京
都
を
追
わ
れ
た
日
経

上
人
は
、
そ
の
後
も
続
い
た
迫
害
に

も
屈
す
る
こ
と
な
く
北
陸
で
精
力
的

に
布
教
を
続
け
、
元
和
六
年
（
一
六

二
〇
）
富
山
で
遷
化
さ
れ
た
。

今
後
、
総
本
山
は
じ
め
全
国
各
地

の
経
師
有
縁
の
寺
院
に
お
い
て
報
恩

法
要
が
行
わ
れ
、
霊
跡
の
顕
彰
な
ど

も
計
画
さ
れ
る
。

■
南
米
ブ
ラ
ジ
ル
布
教
所
・
顕

本
寺
「
開
堂
三
十
周
年
・
遷

堂
二
十
五
周
年
慶
讃
大
法

要
」
奉
修

昨
年
十
一
月
、
南
米
ブ
ラ
ジ
ル
布

教
所
・
顕
本
寺
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
）

の
開
堂
三
十
周
年
・
遷
堂
二
十
五
周

年
慶
讃
大
法
要
奉
行
の
た
め
、
宗
務

内
局
員
を
中
心
と
す
る
参
拝
団
一
行

が
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
っ
た
。

こ
の
顕
本
寺
は
、
故
・
永
田
義
功

師
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
信
友
と
と

も
に
仏
教
各
宗
各
派
の
教
学
を
研
鑚

中
、
当
時
の
名
誉
管
長
・
中
川
日
史

二
、
海
外
布
教
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田
幸
晴
宗
務
総
長
が
大
導
師
を
勤
め
、

二
百
名
余
り
の
信
徒
が
参
列
す
る
中
、

か
つ
て
永
田
師
遷
化
の
後
に
ブ
ラ
ジ

ル
に
渡
り
、
顕
本
寺
を
支
え
ら
れ
た

山
本
日
惠
現
猊
下
の
慶
讃
文
が
秋
葉

敬
真
宗
務
次
長
に
よ
り
読
み
上
げ
ら

れ
た
。

今
後
も
本
宗
唯
一
の
海
外
布
教
所

と
し
て
、
顕
本
寺
の
支
援
に
注
力
し

て
い
き
た
い
。

平
成
三
十
三
年
の
御
正
当
に
向

け
、「
照
ら
さ
れ
て
導
か
れ
て
～
大

聖
人
の
恩
徳
に
感
謝
し
、
お
題
目
の

信
仰
に
生
き
る
悦
び
を
伝
え
よ
う

～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
教
区
・
地
域

単
位
で
の
護
法
大
会
や
布
教
講
演
、

次
世
代
を
担
う
法
器
育
成
の
た
め
の

研
修
企
画
、
記
念
出
版
を
は
じ
め
檀

信
徒
の
信
仰
継
承
を
主
眼
と
し
た
教

化
事
業
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
現
在
は
京
都
に
あ
る
宗

務
院
の
行
政
機
能
を
関
東
に
も
設
け

る
方
策
や
総
本
山
の
諸
堂
営
繕
、
境

内
整
備
な
ど
を
鋭
意
計
画
中
で
、
本

年
度
よ
り
本
格
的
な
取
り
組
み
が
始

動
す
る
。

三
、
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

御
降
誕
八
〇
〇
年

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私

は
昨
年
三
月
の
定
例
宗
会
に
て
推

戴
を
受
け
、
同
七
月
二
日
に
講
有

位
を
遺
嘱
伝
承
い
た
し
ま
し
た
。

以
来
、
こ
の
大
任
を
全
う
す
る
た
め

御
宝
前
の
ご
加
護
を
希
い
、
日
夜
上

行
所
伝
の
御
題
目
口
唱
に
励
ん
で
お

り
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
本
宗
開
講
の
祖

で
あ
る
日
扇
聖
人
の
ご
生
誕
よ
り

二
百
年
目
に
当
た
り
、
本
宗
は
過

去
四
年
に
及
ぶ
「
佛
立
開
花
運
動
」

に
よ
り
一
般
大
衆
へ
の
教
化
活
動
、

宗
内
信
徒
の
充
実
、
後
継
者
育
成
、

各
寺
院
の
発
展
に
成
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
国
内
外
で
自
然
災
害
の

被
災
地
復
興
支
援
に
取
り
組
み
、

地
道
な
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

と
く
に
海
外
で
は
地
域
に
合
わ
せ

た
支
援
活
動
に
よ
り
現
地
で
布
教

が
進
み
、
上
行
所
伝
の
御
題
目
が

世
界
へ
弘
ま
っ
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
、
来
る
四
月
一
日
に

ご
生
誕
の
佳
日
を
迎
え
、
こ
れ
に

合
わ
せ
て
宗
門
は
昨
年
秋
よ
り
本

年
の
春
夏
秋
の
四
度
に
亘
る
慶
讃

本
山
法
要
を
奉
修
い
た
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
宗
門
は
慶
讃
事
業

を
進
め
、

「
妙
法
蓮
華
経
の
極
意
は
人
を
助

け
ん
と
行
ず
れ
ば
、
我
身
を
た
す

け
る
と
云
ふ
菩
薩
行
也
。
是
則
此

経
の
御
本
意
也
。
御
弟
子
旦
那

之
を
信
ず
べ
き
也
。」（
扇
全
十
四

巻
一
七
九
頁
）
と
仰
せ
ら
れ
た
日

扇
聖
人
の
御
教
え
を
遵
守
し
、
今

後
も
折
伏
弘
通
に
邁
進
し
て
参
り

ま
す
。

そ
し
て
、
四
海
帰
妙
の
祖
願
達

成
の
た
め
、
小
職
は
宗
門
の
総
導

師
と
し
て
責
務
を
果
た
す
所
存
で

あ
り
ま
す
。

合
掌

就
任
の
挨
拶

本
門
佛
立
宗

第
二
十
六
世
講
有髙

須
日
良
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京
都
佛
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

現
在
『
幕
末
維
新
の
仏
教
改
革
者
　
長
松
清
風
展
』
を
開
催
中

現
在
、
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会
で

は
平
成
三
十
三
年
二
月
十
六
日
に
お

迎
え
す
る
「
日
蓮
聖
人
御
降
誕
八
〇

〇
年
」
に
あ
た
り
、
門
下
連
合
会
を

あ
げ
て
慶
讃
し
、
報
恩
の
誠
を
捧
げ

る
た
め
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
事
業
を
具
体
化
す
る
た
め
、

門
連
で
は
当
紙
面
の
企
画
・
製
作
を

担
っ
て
い
る
機
関
紙
編
集
委
員
会
を

御
降
誕
八
〇
〇
年
記
念
慶
讃
事
業
の

「
準
備
委
員
会
」
と
位
置
づ
け
、
年

に
二
回
開
催
し
て
い
る
理
事
会
の
承

認
を
得
な
が
ら
、
事
業
を
進
め
て
い

る
。
本
号
で
は
、
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
四
つ
の
事
業
に
つ
い
て
の
概
要

を
紹
介
し
た
い
。

①
機
関
紙
「
門
連
だ
よ
り
」
合

本
の
作
製

平
成
二
十
六
年
十
月
十
三
日
に

「
門
連
だ
よ
り
」
は
第
五
十
号
の

節
目
を
迎
え
た
。
昭
和
六
十
一
年
四

月
二
十
八
日
の
創
刊
号
か
ら
実
に
二

十
八
年
の
歳
月
を
経
て

の
第
五
十
号
刊
行
で
あ

っ
た
。
こ
の
節
目
を
記

念
し
、
こ
れ
ま
で
の
門

連
の
歴
史
を
顕
彰
す
る

た
め
創
刊
号
か
ら
第
五

十
号
ま
で
の
合
本
を
製

作
し
、
本
年
四
月
以
降

に
発
行
す
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
る
。

②「
門
下
連
合
会
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

ネ
ッ
ト
社
会
と
な
っ

た
現
在
、
情
報
の
検
索

や
情
報
発
信
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
が
主
流
と
な

っ
て
い
る
。
門
連
加
盟
の
十
一
団
体

で
は
教
団
独
自
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
門

下
連
合
会
と
し
て
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
現
在
持
っ
て
い
な
い
。そ
の
た
め
、

門
連
の
活
動
を
ウ
ェ
ブ
上
で
も
紹
介

し
閲
覧
で
き
る
よ
う
、
ま
た
各
教
団

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
相
互
リ
ン
ク
さ

せ
て
情
報
を
共
有
し
、
多
く
の
方
に

門
下
連
合
会
か
ら
の
情
報
を
発
信
で

き
る
よ
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
・

開
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
は

本
年
四
月
以
降
を
予
定
し
て
い
る
。

③
前
進
座
　
嵐
圭
史
氏
に
よ
る

日
蓮
聖
人
御
遺
文
（
手
紙
）

の
朗
読
劇
全
国
行
脚

劇
団
・
前
進
座
に
お
い
て
長
年
看

板
役
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
嵐

�
�
�

圭
史

�
�
�

氏
は
、
昭
和
五
十
四
年
の
「
日

蓮
聖
人
第
七
百
遠
忌
」
の
際
に
は
特

別
記
念
企
画
「
日
蓮
劇
」
の
主
演
を

約
三
年
に
わ
た
っ
て
演
じ
ら
れ
た
。

ま
た
、
嵐
氏
は
東
京
都
谷
中
に
あ
る

日
蓮
宗
寺
院
の
代
々
の
檀
家
で
も
あ

り
、
法
華
経
と
の
縁
も
深
い
。

こ
の
公
演
は
「
日
蓮
聖
人
御
遺

文
・
朗
読
行
脚
」
と
し
て
、
一
人
芝

居
を
交
え
な
が
ら
お
こ
な
う
。
主
に

寺
院
や
地
域
の
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
、

自
由
闊
達
な
ス
タ
イ
ル
で
全
国
に
日

蓮
聖
人
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
全
国
行
脚
の
開

始
は
来
年
以
降
を
予
定
し
て
い
る
。

④
中
国
　
草
堂
寺
結
集

中
国
・
西
安
に
あ
る
草
堂
寺
は
、

私
た
ち
が
信
仰
の
拠
り
所
と
し
て
い

る
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
鳩
摩
羅
什
三

蔵
が
漢
訳
さ
れ
た
と
伝
わ
る
聖
地
で

あ
り
、
鳩
摩
羅
什
三
蔵
の
墓
地
も
あ

る
特
別
な
地
で
あ
る
。

当
企
画
は
そ
の
聖
地
を
訪
ね
、
法

華
経
へ
の
信
仰
を
よ
り
一
層
深
い
も

の
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
な
お
、
具
体
的
な
開
催
時
期
や

団
参
行
程
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

今
後
も
各
事
業
の
進
捗
を
紙
面
に

て
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

京都佛立ミュージアム

機関紙編集委員会（H29.1.25）

京
都
佛
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
平

成
二
十
四
年
七
月
、
京
都
北
野
に
誕

生
し
た
小
さ
な
仏
教
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
す
。「
千
年
の
都
京
都
の
町
で

生
き
た
仏
教
に
出
会
う
」
を
テ
ー
マ

に
、
現
在
進
行
形
の
、
今
を
生
き
る

人
び
と
の
た
め
の
生
き
た
仏
教
を
ご

紹
介
す
る
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
二
十
一
世
紀
の
寺
子
屋

と
し
て
生
涯
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
テ
ラ
コ
ヤ
ス
コ
ラ
」
を
開
催
し
、

「
○
○
×
仏
教
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

様
々
な
講
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
毎
月
二
十
五
日
に
は
「
ほ
ん

も
ん
さ
ん
ア
ー
ト
市
」
と
い
う
京
都

で
人
気
の
手
作
り
市
を
主
催
し
、
地

域
の
方
々
の
憩
い
の
場
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。
日
本
に
い
て
も
仏
教
の

こ
と
を
知
ら
な
い
人
が
増
え
つ
つ
あ

り
、
京
都
に
お
越
し
の
方
々
に
観
光

で
は
な
い
仏
教
を
伝
え
よ
う
と
努
め

て
い
ま
す
。

本
年
は
四
月
一
日
に
生
誕
二
百
年

を
迎
え
る
日
扇
聖
人
（
長
松
清
風
）

を
紹
介
す
る
『
幕
末
維
新
の
仏
教
改

革
者
　
長
松
清
風
展
』
を
開
催
中
で

す
。日

扇
聖
人
は
生
粋

�
�
�
�

の
京
都
人
と
し

て
書
画
や
詩
歌

�
�
�

に
長�

�
�じ

、
そ
の
多
彩

な
才
能
と
と
も
に
仏
教
再
興
の
実
践

�
�
�
�

者�
�

と
し
て
当
時
の
京
都
で
知
ら
ぬ
者

が
な
い
ほ
ど
名
を
馳�

せ
て
い
ま
し

た
。
実
際
、
京
都
の
千
本

�
�
�
�

に
あ
っ
た

阪
井
座

�
�
�
�

で
は
浄
瑠
璃

�
�
�
�
�

芝
居

�
�
�

三
国

�
�
�
�

無
類

�
�
�

旭
五
字

�
�
�
�
�

」
と
題
し
た
彼
の
人
物
伝
が

生
前
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
興
行
さ
れ

て
い
た
ほ
ど
で
し
た
。

十
代
の
頃
か
ら
、
日
扇
聖
人
は
第

一
級
の
知
識
人
、
文
化
人
と
し
て
知

ら
れ
、
幕
末
の
人
物
名
鑑
に
も
名
を

連
ね
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
彼
に
と
っ
て
文
芸
の
道

を
究�

�
め
、
名
声
を
得
る
だ
け
で
は
空�

�

し
く
、
い
つ
し
か
真
実
の
仏
法

�
�
�
�

を
求

め
て
研
鑽

�
�
�
�

を
重
ね
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
最
愛
の
母
を
亡
く
し
、
い
よ
い

よ
仏
道

�
�
�
�

を
志

�
�
�
�
�し

た
聖
人
は
、
つ
い

に
真
実
の
教
え

を
確
信
し
、

法
華
経

�
�
�
�
�

本
門

�
�
�
�

の

御
本
尊

�
�
�
�
�

の
下
で

出
家

�
�
�
�

を
果
た
し

ま
し
た
。

安
政

�
�
�
�

四
年
、

日
扇
聖
人
は
数

名
の
有
志

�
�
�

と
と

も
に
生
き
た
仏

教
を
実
践
す
る

「
本
門
佛
立
講
」

と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
、
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。
寝
食

�
�
�
�
�を

忘
れ
、

身
命

�
�
�
�
�を

な
げ
う
っ
て
、
ま
さ
に
「
法

華
経
の
行
者
」
と
し
て
幕
末
か
ら
明

治
を
生
き
ま
し
た
。

日
扇
聖
人
は
、
近
代
日
本
宗
教
史

の
草
分
け
と
言
わ
れ
、
明
治
か
ら
現

在
に
い
た
る
仏
教
系
新
宗
教
の
先
駆

�
�
�

的�
�

存
在
と
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

そ
の
出
現
の
背
景
や
存
在
意
義
、
そ

の
生
涯
や
信
仰
に
つ
い
て
は
、
い
ま

だ
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

日
扇
聖
人
が
京
都
を
代
表
す
る
文

化
人
、
学
識
者
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
歌
や
書
の
達
人

で
あ
っ
た
こ
と
。
仏
教
を
伝
え
よ
う

と
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
絵
画
や
皮
肉

�
�
�

の
こ
も
っ
た
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
い

た
こ
と
。
坂
本
龍
馬
や
海
援
隊
と
接

点
を
持
っ
て
い
た
こ
と
。
た
び
た
び

牢
屋
に
入
れ
ら
れ
た
こ
と
。
明
治
天

皇
を
も
う
な
ら
せ
て
い
た
こ
と
。
何

よ
り
も
、
真
実
の
仏
教
を
再
興

�
�
�
�

し
、

実
践
し
、
多
く
の
人
び
と
と
共
に
、
こ

の
国
と
世
界
を
変
え
て
い
っ
た
こ
と
。

幕
末
か
ら
明
治
維
新
と
い
う
時
代

の
転
換
点
、
京
都
に
誕
生
し
た
佛
立

開
導
日
扇
聖
人
。
社
会
不
安
が
広
が

り
始
め
、
仏
教
が
そ
の
解
決
の
力
を

失
っ
て
い
た
幕
末
。
都
市
化
が
進
み

町
人
文
化
が
発
達
し
た
京
都
と
い
う

場
所
。
そ
の
全
て
に
意
味
が
あ
り
ま

し
た
。

当
企
画
展
で
は
そ
の
日
扇
聖
人
に

ま
つ
わ
る
品
々
や
書
、
ご
事
跡
な
ど

を
展
示
に
し
て
い
ま
す
。

企
画
展
は
平
成
二
十
九
年
十
月
十

五
日
ま
で
。
入
場
無
料
。

京
都
佛
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

京
都
市
上
京
区
御
前
通
一
条
上
る

東
竪
町
一
一
〇

℡
〇
七
五
—
二
八
八
—
三
三
四
四

平
　
日：

十
時
～
十
六
時

土
日
祝：

十
時
～
十
七
時

休
館：

月
曜
日
（
但
し
、
月
曜
日

が
祝
祭
日
及
び
二
十
五
日
の
時
は

開
館
、
翌
日
代
休
）

「
日
蓮
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年
記
念
慶
讃
事
業
」
に
つ
い
て

〈
門
連
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

日扇聖人にまつわる品々

京都理事会（H28.10.26）
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法
華
宗（
本
門
流
）宗
務
院

管

長

小
西
日
遶

二
瓶
海
照

総
務
部
長

金
井
孝
顕

教
学
部
長

三
吉
廣
明

財
務
部
長

清
水
常
光

企
画
部
長

山
田
庸
温

〒
103-

0013
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
人
形
町
二
│
一
九
│
一

電

話

〇
三
（
五
六
一
四
）
三
〇
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
五
六
一
四
）
三
〇
五
六

http://www.hokkeshu.or.jp

本
門
佛
立
宗
宗
務
本
庁

宗
務
総
長

木
村
日
覚

宗
務
副
総
長

亀
井
日
魁

宗
務
副
総
長

西
村
　
勲

教
務
局
長

小
西
日
演

弘
通
局
長

植
田
日
事

総
務
局
長

小
野
山

日
将

広
報
局
長

永
江
日
盡

財
務
局
長

岡
田
秀
次
朗

奉
賛
局
長

藤
本
日
涌

セ
ン
タ
ー
特
別
局
長

藤
本
日
唱

〒
602-

8377
京
都
市
上
京
区
御
前
通
一
条
上
る
東
竪
町
一
一
〇
番
地

電
　
話
　
〇
七
五
（
四
六
一
）
一
一
六
六
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
五
（
四
六
四
）
五
五
九
九

本
門
法
華
宗
宗
務
院

宗
務
総
長

香
川
日
憲

総
務
部
長

増
田
隆
雄

宗
務
部
長

吉
村
日
彦

財
務
部
長

髙
邉
晶
啓

教
務
部
長

土
畑
信
教

庶
務
部
長

松
本
真
隆

〒
602-

8418
京
都
市
上
京
区
寺
之
内
通
大
宮
東
入
大
本
山
妙
蓮
寺
内

電
　
話
　
〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
九
七

日
本
山
妙
法
寺
大
僧
伽

首
　
　
座

吉
田
行
典

責
任
役
員

酒
迎
天
信

同

今
井
行
康

同

池
田
行
朗

同

二
宮
和
嘉

同

木
津
博
充

同

川
岸
行
孝

日
本
山
妙
法
寺
大
僧
伽
事
務
局

〒
150-

0045
東
京
都
渋
谷
区
神
泉
町
八
│
七

電
　
話
　
〇
三
（
三
四
六
一
）
九
三
六
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
三
四
六
一
）
九
三
六
七

大
阪
日
蓮
聖
人
門
下
懇
話
会

〒
530-

0051
大
阪
府
大
阪
市
北
区
太
融
寺
町
六
│
十
二

円
頓
寺
内

電
　
話
　
〇
六
（
六
三
六
一
）
七
六
六
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
六
（
六
三
六
一
）
七
六
六
四

法
華
宗（
陣
門
流
）宗
務
院

管
　
　
長

門
谷
日
悠

宗
務
総
長

西
山
英
仁

総
務
部
長

牧
野
秀
成

教
学
部
長

布
施
義
高

教
化
部
長

松

慶
憲

財
務
部
長

金
原
孝
宜

企
画
部
長

今
井
満
良

〒
146-

8544
東
京
都
大
田
区
池
上
一
│
三
二
│
一
五

電
話

〇
三
（
三
七
五
一
）
七
一
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
三
七
五
一
）
七
一
八
六

http://w
w
w
.nichiren.or.jp

〒
170-

0002
東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
五
│
三
五
│
六

電
　
話
　
〇
三
（
三
九
一
八
）
七
二
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
三
五
七
六
）
〇
一
二
一

法
華
宗（
真
門
流
）宗
務
庁

管
　
　
　
長

田
仲
日
紘

宗
務
総
長

堀
　
智
泰

総
務
部
長

木
村
完
祥

教
学
部
長

堀
内
浩
善

教
化
部
長

加
藤
順
昭

財
務
部
長

上
田
泰
源

社
会
部
長

峰
尾
泉
栄

〒
602-

8447
京
都
市
上
京
区
智
恵
光
院
通
り
五
辻
上
ル
紋
屋
町
三
三
〇

電
　
話
　
〇
七
五
（
四
四
一
）
五
七
六
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
五
（
四
四
一
）
五
六
六
六

京
都
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会

会
　
　
　
長
　
伊
丹
日
章

副
　
会
　
長
　
福
井
日
進

理
　
事
　
長
　
橋
本
一
妙

副
理
事
長

赤
塚
高
明

京
門
連
事
務
局

〒
606-

8376
京
都
市
左
京
区
二
条
通
川
端
東
入
大
菊
町
九
六

頂
妙
寺
布
教
会
館
内
日
蓮
宗
京
都
府
第
一
部
宗
務
所
内

電
　
話
　
〇
七
五
（
七
六
二
）
二
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
五
（
七
五
二
）
九
三
三
八

顕
本
法
華
宗
宗
務
院

〒
606-

0015
京
都
市
左
京
区
岩
倉
幡
枝
町
九
一

電
　
話
　
〇
七
五
（
七
九
一
）
七
一
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
五
（
七
九
一
）
七
二
六
七

日
蓮
本
宗
宗
務
院

管
　

長

丹
治
日
遠

宗
務
総
長

渡
邉
光
顕

野
津
哉
輪

財
務
部
長

佐
藤
勧
行

主
　

事

工
藤
海
淳

〒
606-

8362
京
都
市
左
京
区
新
高
倉
通
孫
橋
上
ル
法
皇
寺
町
四
四
八

電
　
話
　
〇
七
五
（
七
七
一
）
三
三
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
五
（
七
七
一
）
五
九
一
四

宗
教
法
人

国
柱
会賽

主
　
田
中
壮
谷

原
田
義
彦

門
連
常
任
理
事

森
山
真
治

門
連
理
事

藤
本
坦
孝

的
場
春
奈

「
門
連
だ
よ
り
」

編
集
委
員

理
事
長

門
連
理
事

総
務
部
長

教
務
部
長

〒
132-
0024
東
京
都
江
戸
川
区
一
之
江
六
│
一
九
│
一
八

電
話
　
〇
三
（
三
六
五
六
）
七
一
一
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
三
六
五
六
）
九
九
八
〇

http://w
w
w
.kokuchukai.or.jp

管
　
　
長

山
本
日
惠

宗
務
総
長

島
田
幸
晴

宗
務
次
長

秋
葉
敬
真

布
教
部
長

早
川
義
正

財
務
部
長

湯
原
純
勇

庶
務
部
長

津
村
乗
信

社
会
部
長

藤
本
智
成

教
務
部
長

湯
原
正
純

内
野
日
総

小
林
順
光

中
井
本
秀

塩
崎
望
巳

松
井
大
英

柘
植
海
潮

川
口
智
康

中
川
法
政

小
林
正
雄

三
原
正
資

山
口
裕
光

吉
田
海
心

草
ヶ
谷
秀
人

総
務
部
長

教
務
部
長

伝
道
部
長

総
務
局
長

伝
道
局
長

管

長

宗
務
総
長

理
事
長

佐
藤
哲
夫

副
理
事
長

佐
野
貫
順

顧
　
　
　
問

奥
邨
正
寬

顧
　
　
　
問

木
下
恵
温

顧
　
　
　
問

藤
村
恵
容

顧
　
　
　
問

門
谷
光
瑞

顧
　
　
　
問

中
村
日
游

顧
　
　
　
問

東
　
孝
信

日
蓮
宗
宗
務
院

日
蓮
宗
新
聞
社
社
長

参

与

参

与

現
代
宗
教
研
究
所
長

宗
務
総
長
室
長

財
務
部
長

宗
務
総
長

布
教
部
長
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第55号 日蓮聖人門連だより 平成29年2月16日　（4）

顕
本
法
華
宗
総
本
山

妙
　
満
　
寺

貫
　
　
　
首
　
山
本
日
惠

総
　
　
　
務
　
吉
永
義
康

執
　
　
　
事
　
中
村
英
司

執
　
　
　
事
　
湯
原
正
純

執
　
　
　
事
　
土
持
悠
孝

執
　
　
　
事
　
鹿
野
恒
仁

法
華
宗（
本
門
流
）大
本
山
　
本
　

寺

貫
　
　
首

桃
井
日
英

執
　
事
長

赤
田
泰
宏

役
職
員
一
同

日
蓮
宗
大
本
山

池
上
本
門
寺

貫
　
　
　
首
　
菅
野
日
彰

執
　
事
　
長
　
金
子
元
彦

役
職
員
一
同

〒
146-

8576
東
京
都
大
田
区
池
上
一
│
一
│
一

電
　
話
　
〇
三
（
三
七
五
二
）
二
三
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
三
七
五
二
）
三
三
五
〇

日
蓮
宗
総
本
山
　

身
延
山
久
遠
寺

法
　
　
　
主
　
内
野
日
総

総
　
　
　
務
　
井
上
瑞
雄

〒
409-

2593
山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
身
延
三
五
六
七

電
　
話
　
〇
五
五
六
（
六
二
）
一
〇
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
五
五
六
（
六
二
）
一
〇
九
四

〒
604-

8091
京
都
府
京
都
市
中
京
区
寺
町
通
御
池
下
る

電
　
話
　
〇
七
五
（
二
三
一
）
五
三
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
五
（
二
一
一
）
二
八
三
八

〒
606-

0015
京
都
市
左
京
区
岩
倉
幡
枝
町
九
一

電
　
話
　
〇
七
五
（
七
九
一
）
七
一
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
五
（
七
九
一
）
七
二
六
七

本
山
要
法
寺

貫
　
　
　
首
　
丹
治
日
遠

執
　
事
　
長
　
渡
邉
光
顕

執
　
　
　
事
　
野
津
哉
輪

執
　
　
　
事
　
佐
藤
勧
行

主
　
　
　
事
　
工
藤
海
淳

多
寶
富
士
山

日

蓮

本

宗

本
門
法
華
宗
大
本
山

妙

蓮

寺

執
　
事
　
長
　
音
羽
隆
全

役
職
員
一
同

法
華
宗
（
真
門
流
）
総
本
山
　
本
　
隆
　
寺

貫
　
　
　
主
　
田
仲
日
紘

執
　
事
　
長
　
本
多
信
正

執
　
　
　
事
　
永
岡
悠
希

執
　
　
　
事
　
足
立
真
正

執
　
事
　
補
　
笹
木
研
吾

法
華
宗（
陣
門
流
）総
本
山

本
　
成
　
寺

貫

首

門
谷
日
悠

執
　
事
　
長
　
笹
原
壯
玄

山
務
員
一
同

〒
602-

8447
京
都
市
上
京
区
智
恵
光
院
通
り
五
辻
上
ル
紋
屋
町
三
三
〇

電
　
話
　
〇
七
五
（
四
四
一
）
五
七
六
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
五
（
四
四
一
）
五
六
六
六

〒
602-

8418
京
都
市
上
京
区
寺
ノ
内
通
大
宮
東
入
妙
蓮
寺
前
町
八
七
五

電
　
話
　
〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
九
七

〒
606-

8362
京
都
市
左
京
区
新
高
倉
通
孫
橋
上
ル
法
皇
寺
町
四
四
八

電
　
話
　
〇
七
五
（
七
七
一
）
三
三
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
五
（
七
七
一
）
五
九
一
四

〒
955-

0845
新
潟
県
三
条
市
西
本
成
寺
一
│
一
│
二
〇

電
　
話
　
〇
二
五
六
（
三
二
）
〇
〇
〇
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
二
五
六
（
三
二
）
〇
〇
五
九

日
蓮
宗
霊
跡
本
山
比
企
谷
　
妙
　
本
　
寺

貫
　
　
　
首
　
玉
川
日
薩

執
　
事
　
長
　
今
川
高
之

山
務
役
職
員
一
同

日
蓮
宗
大
本
山

清

澄
　
寺

別
　
　
　
当
　
二
宮
日
敬

執
　
事
　
長
　
宮
崎
雅
宣

役
職
員
一
同

本
門
佛
立
宗
本
山

宥
　
清
　
寺

髙
須
日
良

執
　
事
長

白
石
日
是

事
務
局
長

奥
　
順
作

住
　
　
　
職

二
十
六
世
講
有

〒
248-

0007
鎌
倉
市
大
町
一
│
一
五
│
一

電
　
話
　
〇
四
六
七
（
二
二
）
〇
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
六
七
（
二
五
）
六
九
六
七

〒
602-

8336
京
都
市
上
京
区
一
条
通
七
本
松
西
入
滝
ヶ
鼻
町
一
〇
〇
五
│
一

電
　
話
　
〇
七
五
（
四
六
三
）
四
六
二
〇
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
五
（
四
六
三
）四
六
五
一

〒
299-

5505

千
葉
県
鴨
川
市
清
澄
三
二
二
—
一

電
　
話
　
〇
四
（
七
〇
九
四
）
〇
五
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
（
七
〇
九
四
）
〇
五
二
七

徳
川
家
康
公
報
恩
創
建

瑞
　
輪
　
寺

日
蓮
宗
由
緒
寺
院

除
厄
安
産
飯
匙
の
祖
師
・
七
面
大
明
神
奉
安

貫
　
　
　
首
　
井
上
日
修

執
　
事
　
長
　
稲
荷
泰
雅

日
興
上
人
御
聖
廟

富
士
山
法
華
本
門
寺
根
源

日
蓮
宗
大
本
山

貫
　
　
　
首

旭
　
日
重

川
名
義
顕

参

与

吉
田
日
綱

参

与

井
野
上
正
文

〒
110-

0001
東
京
都
台
東
区
谷
中
四
│
二
│
五

電
　
話
　
〇
三
（
三
八
二
一
）
四
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
三
八
二
一
）
七
〇
三
三

〒
418-

0112
静
岡
県
富
士
宮
市
北
山
四
九
六
五

電
　
話
　
〇
五
四
四
（
五
八
）
一
〇
〇
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
五
四
四
（
五
九
）
〇
三
〇
三

日
蓮
門
下
お
題
目
初
唱
之
霊
場

日
蓮
宗
本
山
東
身
延

藻
　
原
　
寺

貫
　
　
　
首
　
持
田
日
勇

総
　
　
　
務
　
増
田
寶
泉

執
　
　
　
事
　
冨
永
一
道

執
　
　
　
事
　
中
川
貫
泰

宗
祖
御
降
誕
霊
場

誕
　
生
　
寺

日
蓮
宗
大
本
山

宗
祖
御
降
誕
八
百
年
に
向
か
っ
て
の
祈
り

貫

首

石
川
日

執
　
事
　
長

橘
髙
智
光

〒
297-

0026
千
葉
県
茂
原
市
茂
原
一
二
〇
一

電
　
話
　
〇
四
七
五
（
二
二
）
三
一
五
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
七
五
（
二
二
）
一
一
七
三

〒
299-

5501
千
葉
県
鴨
川
市
小
湊
一
八
三

電
　
話
　
〇
四
（
七
〇
九
五
）
二
六
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
（
七
〇
九
五
）
二
〇
五
五

京
都
　
法
華
門
流
懇
話
会

法
華
宗
（
真
門
流
）
総
本
山
本
隆
寺
　
貫
主
　
田
仲
日
紘

顕
本
法
華
宗
　
　
　
総
本
山
妙
満
寺
　
貫
首
　
山
本
日
惠

法
華
宗
（
本
門
流
）
大
本
山
本
寺
　
貫
首
　
桃
井
日
英

本
門
佛
立
宗
　
　
　
本
　
山
宥
清
寺
　
講
有
　
髙
須
日
良

日
蓮
本
宗
　
　
　
　
本
　
山
要
法
寺
　
貫
首
　
丹
治
日
遠

法
華
宗
（
陣
門
流
）
本
　
山
本
禅
寺
　
貫
首
　
福
井
日
進

顕
本
法
華
宗
　
　
　
本
　
山
寂
光
寺
　
貫
首
　
大
川
日
仰

本
門
法
華
宗
　
　
　
大
本
山
妙
蓮
寺
　

や
く
よ
け
祖
師

堀
之
内
妙
法
寺

日
蓮
宗
本
山

山
　
　
　
主
　
山
田
日
潮

日
蓮
宗
大
本
山

中
山
法
華
経
寺

貫
　
　
　
首

新
井
日
湛

参
　
　
　
与

田
代
浩
敬

参
　
　
　
与

植
田
観
樹

参
　
　
　
与

吉
田
文
堯

参
　
　
　
与

田
中
貞
奨

〒
272-

0813

千
葉
県
市
川
市
中
山
二
│
一
〇
│
一

電
　
話
　
〇
四
七
（
三
三
四
）
三
四
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
七
（
三
三
四
）
一
七
九
六

〒
166-

0013
東
京
都
杉
並
区
堀
之
内
三
│
四
八
│
八

電
　
話
　
〇
三
（
三
三
一
三
）
六
二
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
三
三
一
三
）
五
〇
〇
七

団
参
に
は
是
非
、
研
修
会
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
六
〇
名
様
ま
で
可
。

京
都
八
本
山
会

会
本
・
本
山

本
満
寺
貫
首

伊
丹
日
章

大
本
山

本
圀
寺
貫
首

伊
藤
日
慈

大
本
山

妙
顯
寺
貫
首

三
田
村
日
正

本
　
　
　
山

立
本
寺
貫
首

上
田
日
瑞

本
　
　
　
山

妙
傅
寺
貫
首

野
々
垣
日
祐

本
　
　
　
山

頂
妙
寺
貫
首

安
藤
日
瑛

本
　
　
　
山

妙
覺
寺
貫
首

及
川
日
周

本
　
　
　
山

本
法
寺
貫
首

瀬
川
日
照

平
成
三
十
三
年
二
月
十
六
日
は

宗
祖
御
降
誕
八
百
年
を

迎
え
ま
す

奉
安
門
下
最
古
一
尊
四
士
仰
本
尊

執
　
事
　
長

参
　
　
　
与

霊
場
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昨
年
十
月
二
十
六
日
（
水
）、
本

門
法
華
宗
大
本
山
妙
蓮
寺
に
お
い

て
、
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会
京
都
理

事
会
が
開
催
さ
れ
、
全
門
連
及
び
京

都
門
連
役
職
員
各
聖
、
大
阪
門
下
懇

話
会
理
事
長
の
五
十
七
名
が
参
列
し

た
。午

後
一
時
、
会
場
寺
院
で
あ
る
妙

蓮
寺
の
松
下
日
肆
貫
首
を
導
師
に
仰

ぎ
、
副
導
師
を
京
門
連
理
事
長
（
本

門
法
華
宗
妙
蓮
寺
執
事
長
）
音
羽
隆

全
師
、
京
門
連
副
理
事
長
橋
本
一
妙

師
と
し
、
参
加
者
一
同
が
本
堂
に
参

列
し
、
法
味
を
言
上
し
た
。
そ
の
後
、

会
場
を
京
都
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ
ル
へ

移
し
、
午
後
二
時
半
、
妙
蓮
寺
の
沿

革
に
つ
い
て
松
下
貫
首
よ
り
ご
講
義

い
た
だ
い
た
。

午
後
三
時
半
よ
り
小
林
順
光
理
事

長
が
座
長
と
な
り
理
事
会
を
開
会
し
、

門
下
連
合
会
事
務
局
よ
り
事
業
報
告
、

会
計
報
告
が
な
さ
れ
、
京
都
門
連
、

大
阪
門
下
懇
話
会
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動

を
報
告
し
た
。

ま
た
、
平
成
三
十
三
年
二
月
十
六

日
に
お
迎
え
す
る
宗
祖
御
降
誕
八
〇

〇
年
の
記
念
慶
讃
事
業
に
つ
い
て
、

事
務
局
よ
り
進
捗
状
況
を
報
告
し

た
。
そ
の
後
、
同
会
場
に
お
い
て
記

念
慶
讃
事
業
の
一
つ
と
し
て
予
定
さ

れ
て
い
る
「
朗
読
劇
全
国
行
脚
」
の

一
端
を
俳
優
の
嵐
圭
史
氏
が
出
席
者

の
前
で
披
露
し
、
全
国
行
脚
に
か
け

る
経
緯
と
意
気
込
み
が
語
ら
れ
た
。

理
事
会
後
の
懇
親
会
で
は
出
席
者

同
士
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
懇

親
を
深
め
、
活
発
な
情
報
交
換
の
様

子
が
見
ら
れ
た
。

な
お
、
平
成
二
十
九
年
の
京
都
理

事
会
は
日
蓮
宗
本
山
本
満
寺
を
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

京
都
理
事
会
開
催
さ
る

年
月
日

氏
　
名

宗
　
派

門
連
役
職
就
任
退
任

加
藤
法
夫

退
任

平
成
二
八
・
十
・
十
二

日
蓮
本
宗

常
任
理
事

渡
邉
光
顕

就
任

原
光
明

退
任

平
成
二
八
・
十
・
十
二

日
蓮
本
宗

理
事

野
津
哉
輪

就
任

住
友
公
亮

退
任

平
成
二
八
・
十
・
十
二

日
蓮
本
宗

理
事

佐
藤
勧
行

就
任

平
成
二
八
・
十
二
・
八

西
山
英
仁

法
華
宗（
陣
門
流
）
常
任
理
事
就
任

平
成
二
九
・
一
・
一

伊
丹
日
章

京
都
門
下
連
合
会
顧
問

就
任

音
羽
隆
全

退
任

平
成
二
九
・
一
・
一

京
都
門
下
連
合
会
常
任
理
事

橋
本
一
妙

就
任

橋
本
一
妙

退
任

平
成
二
九
・
一
・
一

京
都
門
下
連
合
会
理
事

赤
塚
高
明

就
任

福
岡
日
雙

退
任

平
成
二
九
・
一
・
一

本
門
佛
立
宗

理
事

長
松
清
潤

就
任

▼
人
事
（
事
務
局
へ
の
連
絡
日
を
含
む
）

▼
御
遷
化

於：

本
門
法
華
宗
大
本
山
　
妙
蓮
寺

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
六
日
（
水
）

「
お
会
式
奉
行
」

去
る
十
月
一
日
（
土
）
第
七
三
五

年
忌
お
会
式
法
要
が
本
門
法
華
宗
大

本
山
妙
蓮
寺
（
京
都
市
上
京
区
）
で

厳
修
さ
れ
た
。

晴
天
の
も
と
門
下
青
年
会
主
体
の

青
年
僧
約
二
十
名
が
市
中
唱
題
行
脚

を
実
施
し
た
。
行
脚
隊
一
行
は
妙
蓮

寺
よ
り
本
法
寺
、
妙
顕
寺
、
妙
覺
寺

と
巡
り
、
元
気
に
約
一
時
間
お
題
目

の
功
徳
を
拡
げ
、
布
教
活
動
を
行
い

妙
蓮
寺
に
帰
山
し
た
。
当
日
は
夏
を

思
い
出
す
ほ
ど
の
暑
さ
だ
っ
た
が
参

加
者
全
員
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
で

主
伴
会
と
は
京
都
日
蓮
聖
人
門
下

十
六
本
山
の
貫
首
と
各
本
山
執
事
が

参
席
し
各
宗
各
山
の
近
況
報
告
、
次

年
度
の
行
事
予
定
、
意
見
交
換
な
ど

を
致
し
各
宗
各
本
山
相
互
の
連
携
を

確
認
し
懇
親
を
深
め
る
重
要
な
会
合

で
あ
る
。
六
月
に
前
期
の
主
伴
会
が

あ
り
十
二
月
に
後
期
の
主
伴
会
が
開

催
さ
れ
る
。

先
ず
会
議
開
式
に
際
し
、
三
日
前

に
突
然
遷
化
な
さ
れ
た
本
門
法
華
宗

大
本
山
妙
蓮
寺
貫
首
松
下
日
肆
猊
下

を
偲
び
伊
丹
日
章
猊
下
御
発
声
で
お

題
目
を
唱
え
黙
祷
し
日
肆
猊
下
の
増

円
妙
道
を
祈
っ
た
。
続
い
て
音
羽
隆

全
師
よ
り
前
日
の
密
葬
の
謝
辞
、
二

月
の
本
葬
の
案
内
が
あ
っ
た
。

今
年
度
は
二
月
に
法
華
宗
本
門
流
大

本
山
本
能
寺
貫
首
菅
原
日
桑
猊
下
、
三

月
に
は
日
蓮
宗
大
本
山
元
貫
首
南
條
日

慈
猊
下
の
遷
化
の
訃
報
が
あ
り
、
京
門

連
に
と
り
大
変
寂
し
い
年
で
あ
っ
た
。

あ
っ
た
。

そ
の
後
、
二
時
半
よ
り
日
蓮
宗
本

山
妙
覺
寺
及
川
日
周
猊
下
に
よ
る
法

話
が
あ
り
、
続
い
て
妙
蓮
寺
松
下
日

肆
猊
下
大
導
師
、
音
羽
隆
全
理
事
長
、

橋
本
一
妙
副
理
事
長
脇
導
師
で
お
会

式
法
要
を
開
式
し
た
。
門
下
本
山
会

各
貫
首
猊
下
、
京
門
連
役
員
、
随
喜

寺
院
の
各
聖
約
三
十
名
、
檀
信
徒
約

百
名
が
参
列
し
、
法
華
経
お
題
目
弘

通
、
一
天
四
海
皆
帰
妙
法
、
末
法
万

年
広
宣
流
布
の
祖
願
達
成
に
ご
生
涯

を
捧
げ
ら
れ
た
宗
祖
大
聖
人
に
対
し

報
恩
感
謝
の
誠
を
込
め
お
題
目
を
熱

心
に
唱
え
た
。
僧
俗
参
列
者
全
員
の

異
体
同
心
で
お
唱
え
す
る
お
題
目
と

大
太
鼓
の
響
き
で
さ
す
が
に
広
い
本

堂
も
狭
く
感
じ
る
思
い
で
あ
っ
た
。

最
後
に
音
羽
隆
全
理
事
長
よ
り
真
心

の
こ
も
っ
た
温
か
い
謝
辞
の
挨
拶
で

お
会
式
法
要
を
閉
式
し
た
。
　

「
妙
蓮
寺
松
下
日
肆
猊
下
御
遷
化
」

本
門
法
華
宗
管
長
、
大
本
山
妙
蓮

寺
第
百
十
九
世
貫
首
大
僧
正
日
肆
猊

下
は
、
去
る
平
成
二
十
八
年
十
二
月

十
九
日
忽
然
と
し
て
遷
化
な
さ
れ

た
。
世
壽
八
十
三
歳
。
京
都
市
上
京

区
堅
樹
院
第
二
十
六
世
、
常
住
院
第

三
十
三
世
歴
任
。
上
人
の
号
は
大
樹

院
。
姓
は
松
下
。

十
二
月
二
十
一
日
午
後
一
時
よ
り

妙
蓮
寺
閑
士
松
本
日
望
猊
下
大
導
師

の
も
と
、
全
国
よ
り
参
集
し
た
宗
門

寺
院
各
聖
、
多
数
の
檀
信
徒
、
幅
広

い
交
友
関
係
者
各
位
が
参
列
し
、
密

葬
の
儀
を
し
め
や
か
に
執
り
行
っ
た
。

尚
、
本
葬
は
平
成
二
十
九
年
二
月
五

日
午
後
一
時
よ
り
妙
蓮
寺
に
て
厳
修

さ
れ
た
。

「
門
下
本
山
会
後
期
主
伴
会
開
催
」

年
の
瀬
も
い
よ
い
よ
押
し
詰
ま
る

十
二
月
二
十
二
日
（
木
）
京
都
日
蓮

聖
人
門
下
本
山
会
の
平
成
二
十
八
年

度
後
期
主
伴
会
が
当
番
寺
院
日
蓮
宗

本
山
本
満
寺
（
伊
丹
日
章
猊
下
）
主

催
で
開
催
さ
れ
た
。

京
都
日
蓮
聖
人
門
下

連
合
会
事
業
開
催

大
阪
日
蓮
聖
人
門
下

連
合
会
事
業
開
催

第
二
十
四
回
合
同
御
会
式

合
同
御
会
式
が
昨
年
十
一
月
三

日
、
大
阪
市
北
区
の
圓
頓
寺
に
於
い

て
開
催
さ
れ
た
。
佐
藤
理
事
長
導
師

の
下
奉
行
さ
れ
、
多
数
の
会
員
教
師

と
檀
信
徒
が
列
席
し
た
。
法
要
後
、

蓮
興
寺
住
職
遠
藤
智
照
信
師
に
よ
る

「
金
子
み
す
ゞ
―
心
の
世
界
―
」
と

題
し
た
法
話
と
、
旭
堂
南
鱗
師
匠
に

よ
る
講
談
「
日
蓮
聖
人
一
代
記
—
身

延
入
山
—
」
が
演
じ
ら
れ
た
。

第
二
十
七
回
研
修
会

研
修
会
が
昨
年
十
二
月
八
日
、
大

東
洋
に
於
い
て
「Studio.S

」
の
地

域
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ン
ナ
ー
松
井
聡
子

氏
を
講
師
に
招
き
開
催
さ
れ
た
。

「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
―
日
本

か
ら
世
界
の
村
ま
で
現
場
を
語
る
―
」

と
い
う
講
題
で
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

の
水
事
情
や
南
三
陸
復
興
苦
労
話
を

し
て
頂
い
た
。
後
、
講
師
を
囲
ん
で

の
懇
親
会
が
開
か
れ
会
員
と
の
親
睦

を
深
め
た
。

年
月
日

氏
　
名

宗
　
派

門
連
役
職

平
成
二
八
・
一
一
・
一
〇

佐
古
弘
文

法
華
宗
（
陣
門
流
）
常
任
理
事

本
門
法
華
宗

平
成
二
八
・
十
二
・
一
九

松
下
日
肆

京
都
門
下
連
合
会
顧
問
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◆
平
成
二
十
九
年

度
行
事
予
定

◆
一
月
二
十
六
日
（
木
）
新
年
理
事
会

（
本
能
寺
文
化
会
館
）
今
年
度
会
長
伊
丹

日
章
猊
下
、
副
会
長
福
井
日
進
猊
下
、
理
事

長
橋
本
一
妙
師
、
副
理
事
長
赤
塚
高
明
師
。

◆
二
月
十
六
日
（
木
）
総
会
・
御
降
誕
会

（
日
蓮
宗
本
山
妙
覺
寺
）
導
師
妙
覺
寺
貫

首
及
川
日
周
猊
下
、
講
師
本
禅
寺
貫
首
福

井
日
進
猊
下
。

◆
三
月
九
日
（
木
）
理
事
会
（
日
蓮
宗
宗

務
所
）
立
教
開
宗
会
の
件
。

◆
四
月
二
十
八
日
（
金
）
立
教
開
宗
会

（
比
叡
山
横
川
定
光
院
）
導
師
伊
丹
日
章

猊
下
、
講
師
三
品
亮
徹
師
、
観
光
参
拝
、

琵
琶
湖
彦
根
沖
の
多
景
島
見
塔
寺
。

◆
六
月
五
日
（
月
）
予
定
　
理
事
会
（
日

蓮
宗
宗
務
所
）
第
五
十
三
回
夏
季
大
学
の

件
。

◆
五
月
か
六
月
頃
予
定
　
身
延
理
事
会
（
身
延

山
久
遠
寺
）
会
長
、
理
事
長
等
出
席
。

◆
六
月
中
旬
予
定
　
門
下
本
山
会
前
期
主

伴
会
、
当
番
法
華
宗
陣
門
流
本
山
本
禅
寺
。

◆
八
月
二
十
六
日
（
土
）
第
五
十
三
回
夏

季
大
学
（
本
能
寺
文
化
会
館
）
講
師
及
川

日
周
猊
下
（
本
山
妙
覺
寺
貫
首
）、
望
月

真
澄
先
生
（
身
延
山
大
学
教
授
）、
奥
村

洋
史
様
（
京
都
南
座
前
レ
ス
ト
ラ
ン
菊
水

社
長
）。

◆
同
日
　
理
事
会
（
本
能
寺
文
化
会
館
）

お
会
式
の
件
。

◆
十
月
七
日
（
土
）
お
会
式
（
日
蓮
宗
大

本
山
本
圀
寺
）
導
師
伊
藤
日
慈
猊
下
、
講

師
法
華
門
流
本
山
貫
首
猊
下
。

◆
十
月
下
旬
予
定
　
全
門
連
京
都
理
事
会

（
日
蓮
宗
本
山
本
満
寺
）。

◆
十
二
月
中
旬
予
定
　
理
事
会
（
本
能
寺

京
都
門
下
連
合
会

文
化
会
館
）
行
事
報
告
、
会
計
報
告
の
件
。

◆
十
二
月
二
十
二
日
（
金
）
門
下
本
山
会

主
伴
会
、
当
番
日
蓮
宗
本
山
本
満
寺
。

（
橋
本
一
妙
）

◆
本
年
、
東
日
本

大
震
災
七
回
忌
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
日
蓮
宗
内
の
教
区
、

管
区
、
寺
院
で
は
そ
れ
ぞ
れ
追
悼
供
養
や

追
善
法
要
を
営
む
予
定
。

◆
マ
レ
ー
シ
ア
・
ペ
ナ
ン
島
で
五
月
二
十
一

日
、
日
蓮
聖
人
降
誕
八
百
年
記
念
法
要
が
内

野
日
総
管
長
猊
下
の
も
と
営
ま
れ
る
予
定
。

ま
た
立
正
大
学
と
身
延
山
大
学
の
教
授
に
よ

る
記
念
講
演
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

◆
昨
年
の
十
二
月
八
日
、
在
米
国
ホ
ノ
ル

ル
領
事
館
と
米
海
軍
の
共
催
で
、
初
の
日

米
合
同
追
悼
式
典
が
真
珠
湾
フ
ォ
ー
ド
島

で
行
わ
れ
、
ハ
ワ
イ
の
仏
教
寺
院
で
唯
一

日
本
軍
の
戦
没
者
英
霊
簿
を
奉
安
し
回
向

し
て
き
た
ハ
ワ
イ
日
蓮
宗
別
院
の
平
井
智

親
主
任
が
英
霊
簿
を
胸
に
抱
き
な
が
ら
参

列
し
た
。

（
大
澤
宏
明
）

◆
平
成
二
十
八
年

十
二
月
三
日
、
当

宗
に
縁
の
あ
る
方
々
へ
「
良
縁
成
就
」
の

場
を
積
極
的
に
協
力
応
援
し
、
良
き
出
会

い
の
場
を
提
供
す
べ
く
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
（
縁

会
）
を
開
催
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
男
性

僧
侶
七
名
と
、
寺
院
に
ご
縁
の
あ
る
女
性

八
名
は
大
い
に
親
睦
を
深
め
、
最
終
的
に

三
組
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し
た
。

◆
平
成
二
十
九
年
一
月
十
七
日
、
阪
神
淡

路
大
震
災
第
二
十
三
回
忌
法
要
奉
修
（
神

戸
市
本
光
院
）。

◆
二
月
十
日
、
第
三
十
回
法
華
宗
教
学
研

究
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
る
（
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
）。
節
目
の
今
大
会
は
他
門
流

か
ら
も
講
師
を
招
く
。
一
般
聴
講
可（
※
）。

◆
三
月
三
日
、
興
隆
学
林
専
門
学
校
の
平

成
二
十
八
年
度
卒
業
式
が
行
わ
れ
る
。
行

学
二
道
に
励
ん
だ
学
林
で
の
経
験
を
糧
に
、

卒
業
生
は
新
た
な
布
教
の
第
一
線
に
立
つ
。

当
校
は
他
門
流
・
一
般
信
徒
の
入
学
生
も

受
け
入
れ
、
現
在
通
学
中
。
平
成
二
十
九

年
度
の
新
入
生
を
募
集
中
（
※
）。

◆
三
月
九
～
十
日
、
九
日
、
東
日
本
大
震

災
第
七
回
忌
法
要
（
福
島
市
立
正
院
）。
十

日
、
閖
上
地
区
及
び
荒
浜
海
岸
に
て
現
地

法
要
。

※
各
会
へ
の
聴
講
希
望
、
学
林
へ
の
入
学

希
望
等
、
問
い
合
わ
せ
は
宗
務
院
（03-

5614-3055

）
ま
で
。

（
後
藤
妙
扇
）

日

蓮

宗

法
華
宗
本
門
流

◆
十
月
六
日
、
千

葉
県
九
十
九
里
町

妙
覚
寺
に
お
い
て
、
法
式
講
習
会
が
開
催

さ
れ
た
。
法
式
研
究
所
所
員
に
よ
る
導

師
・
式
衆
及
び
侍
者
の
所
作
や
声
明
な
ど

の
法
要
式
全
般
の
実
演
講
義
が
行
わ
れ
た
。

◆
十
月
十
七
日
・
十
八
日
の
二
日
間
に
わ

た
り
、
総
本
山
妙
満
寺
に
お
い
て
、
全
国

布
教
師
研
修
会
・
布
教
師
会
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。
研
修
会
で
は
、
河
村
日
斌
布
教

総
監
に
よ
る
「
日
蓮
聖
人
の
宗
教
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
特
別
講
義
と
、
吉
永
義
康

本
山
総
務
に
よ
る
「
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
御

降
誕
八
〇
〇
年
を
お
迎
え
す
る
に
あ
た
っ

て
」
と
題
す
る
講
義
が
行
わ
れ
た
。

◆
十
月
二
十
四
日
、
東
京
都
品
川
区
天
妙

国
寺
に
お
い
て
、
東
部
教
区
僧
員
研
修
会

が
開
催
さ
れ
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
日
経

Ｂ
Ｐ
社
記
者
の
鵜
飼
秀
徳
氏
に
よ
る
「
消

え
ゆ
く
寺
、
変
わ
ら
ぬ
供
養
の
心
」
と
題

す
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

◆
十
一
月
四
日
、
総
本
山
妙
満
寺
に
お
い

て
西
部
教
区
僧
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

講
演
内
容
は
東
部
に
同
じ
。

◆
十
一
月
二
十
六
日
、
南
米
ブ
ラ
ジ
ル
布

教
所
顕
本
寺
に
お
い
て
、
開
堂
三
十
周

年
・
遷
堂
二
十
五
周
年
記
念
法
要
が
行
わ

れ
た
。

（
橘
無
限
）

◆
九
月
六
日
～
七

日
、
宗
内
の
全
教

師
を
対
象
と
し
た
中
央
行
学
講
習
会
が
石

川
県
（
北
陸
教
区
）
に
て
開
催
さ
れ
た
。

六
日
は
山
代
温
泉
「
瑠
璃
光
」
に
お
い
て

開
講
式
の
後
、
講
義
が
行
わ
れ
た
。
第
一

講
義
は
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
学
芸
主
幹

の
北
春
千
代
先
生
を
お
招
き
し
、「
長
谷

川
等
伯
の
画
業
―
青
年
時
代
を
中
心
に
―
」

と
題
し
て
、
お
話
を
頂
い
た
。
ま
た
第
二

講
義
は
東
洋
哲
学
研
究
所
主
任
研
究
員
・

文
学
博
士
の
菅
野
博
史
先
生
を
お
招
き
し

て
「
南
岳
大
師
慧
思
と
天
台
大
師
智
顗
」

と
の
講
題
で
お
話
を
頂
い
た
。
七
日
は
金

沢
市
内
の
実
成
寺
、
妙
福
寺
、
靜
明
寺
の

三
寺
院
を
参
拝
し
、
閉
講
式
が
行
わ
れ
た
。

今
年
も
百
名
を
超
え
る
参
加
者
が
集
い
、

教
学
を
学
ぶ
と
共
に
よ
り
一
層
の
親
睦
を

深
め
あ
っ
た
。

◆
十
月
二
日
、
雅
楽
練
習
会
が
宗
務
院
に

お
い
て
行
わ
れ
た
。

◆
十
一
月
十
日
、
布
教
研
究
所
所
報
編
集
会

議
が
宗
務
院
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

◆
十
一
月
十
五
日
～
十
六
日
、
別
院
巣
鴨

本
妙
寺
に
お
い
て
研
究
発
表
会
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
発
表
会
は
、
宗
内
全
教
師
を

対
象
に
発
表
者
を
募
集
し
、
本
宗
の
教

学
・
教
学
史
・
教
団
史
を
は
じ
め
、
仏
教

学
各
分
野
や
教
化
学
な
ど
、
最
新
の
研
究

成
果
を
公
表
し
合
う
た
め
に
開
催
さ
れ
、

本
年
も
八
名
の
教
師
が
発
表
し
、
参
加
者

と
の
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

◆
十
一
月
十
五
日
、
宗
学
研
究
所
所
員
会

が
宗
務
院
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

◆
十
一
月
十
六
日
、
学
林
教
授
会
が
宗
務

院
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

◆
十
二
月
二
日
、
宗
務
院
に
お
い
て
第
百
二

十
六
次
法
華
宗
臨
時
宗
会
が
開
催
さ
れ
た
。

◆
十
二
月
六
日
～
七
日
、
宗
務
院
に
お
い

て
新
住
職
・
学
生
・
沙
弥
合
同
研
修
会
が

開
講
さ
れ
た
。
教
学
だ
け
で
な
く
、
講
師

の
体
験
を
交
え
た
布
教
活
動
の
実
際
に
つ

い
て
の
講
義
を
受
け
、
新
住
職
は
法
話
実

修
な
ど
を
行
い
研
鑽
に
励
ん
だ
。

（
竹
内
敬
雅
）

◆
九
月
二
十
七
日
、

『
佛
立
開
導
日
扇
聖

人
　
御
銅
像
ご
修
復
　
完
成
披
露
式
典
』

が
本
山
・
宥
清
寺
で
奉
修
さ
れ
た
。
こ
の

御
銅
像
は
も
と
も
と
昭
和
七
年
に
完
成
し

た
も
の
。
し
か
し
、
戦
局
の
悪
化
に
よ
っ

て
金
属
類
の
接
収
が
始
ま
り
、
御
銅
像
も

昭
和
十
八
年
に
供
出
さ
れ
た
。

戦
後
、
昭
和
二
十
七
年
、
日
蓮
聖
人
の

立
教
開
宗
七
百
年
の
記
念
事
業
と
し
て
再

建
。
そ
れ
か
ら
六
十
四
年
た
っ
た
今
年
、

佛
立
開
導
日
扇
聖
人
ご
生
誕
二
百
年
慶
讃

記
念
事
業
と
し
て
御
銅
像
の
御
修
復
が
行

わ
れ
た
。

◆
十
月
八
日
、
京
都
佛
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
企
画
展
『
幕
末
維
新
の
仏
教
改
革
者
長

松
清
風
展
』
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
展
示

は
本
門
佛
立
宗
開
導
の
祖
、
日
扇
聖
人

（
長
松
清
風
）
の
生
誕
二
百
年
を
慶
讃
し

て
行
わ
れ
る
も
の
。
幕
末
維
新
の
仏
教
改

革
者
・
長
松
清
風
の
ユ
ニ
ー
ク
な
生
涯
を

様
々
な
角
度
か
ら
紹
介
す
る
。
清
風
は
江

戸
時
代
後
期
の
京
都
で
発
刊
さ
れ
て
い
た

人
物
名
鑑
『
平
安
人
物
志
』
に
十
四
才
で

名
を
連
ね
、
書
画
や
詩
歌
の
才
を
も
っ
て

人
び
と
に
知
ら
れ
た
。
芸
術
家
と
し
て
の

側
面
、
宗
教
家
と
し
て
の
側
面
を
「
京
都
」

「
幕
末
」「
意
匠
」「
現
証
」「
俗
物
」
な
ど

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
て
紹
介
。
明
治
天

皇
や
三
条
実
美
、
高
崎
正
風
ら
が
絶
賛
し

た
彼
の
詩
歌
や
意
匠
し
た
図
案
、
画
賛
を

展
示
し
て
い
る
。
企
画
展
は
平
成
二
十
九

年
十
月
十
五
日
ま
で
。
入
場
無
料
。

本
門
佛
立
宗

法
華
宗
陣
門
流

顕
本
法
華
宗

京
都
佛
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
京
都
市
上
京

区
御
前
通
一
条
上
る
東
竪
町
一
一
〇

◆
十
月
二
十
九
日
、
全
国
最
古
で
最
大
の

旧
陸
軍
墓
地
と
し
て
知
ら
れ
る
「
真
田
山

旧
陸
軍
墓
地
」（
大
阪
市
天
王
寺
区
）
で

秋
季
慰
霊
祭
が
開
催
さ
れ
、
清
風
寺
の
住

職
教
務
多
数
が
参
列
、
奉
修
し
た
。
同
墓

地
に
は
明
治
時
代
の
西
南
戦
争
か
ら
日
清
、

日
露
戦
争
、
先
の
大
戦
な
ど
で
戦
死
し
た

旧
陸
軍
将
兵
ら
の
墓
碑
が
五
千
百
以
上
あ

り
、
納
骨
堂
に
八
千
二
百
柱
以
上
の
遺
骨

が
眠
っ
て
い
る
。
清
風
寺
は
戦
後
間
も
な

い
昭
和
二
十
九
年
か
ら
毎
月
一
回
の
清

掃
・
回
向
と
毎
年
秋
に
慰
霊
祭
を
執
り
行

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
（
長
松
清
潤
）

◆
旧
内
局
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
昨

年
十
月
、
宗
務
総
長
に
渡
邉
光
顕
師
（
岐

阜
県
関
市
光
徳
寺
住
職
）、
総
務
部
長
兼

任
教
務
部
長
に
野
津
哉
輪
師
（
福
島
市
一

圓
寺
住
職
）、
財
務
部
長
に
佐
藤
勧
行
師

（
大
阪
市
圓
頓
寺
内
）、
本
山
主
事
に
工
藤

海
淳
師
（
京
都
市
法
性
院
住
職
）
が
そ
れ

ぞ
れ
就
任
し
、
高
祖
日
蓮
大
聖
人
御
生
誕

八
百
年
に
向
け
て
の
新
体
制
が
発
足
し
た
。

（
柳
下
真
敬
）

◆
十
月
五
日
～
十

四
日
、
総
本
山
本

隆
寺
に
於
い
て
、
秋
季
学
林
開
講
。

◆
十
月
十
二
～
十
三
日
、
総
本
山
本
隆
寺

に
於
い
て
、
秋
季
大
法
会
奉
修
。
御
会
式

法
要
の
他
、
新
説
式
（
初
転
法
輪
）
挙
行
、

並
び
に
平
成
大
改
修
円
成
祈
願
法
要
を
厳

修
。

◆
十
月
十
三
～
十
四
日
、
第
二
教
区
護
法
会

合
掌
の
旅
・
檀
信
徒
研
修
会
を
開
催
。

◆
十
月
二
十
日
、
総
本
山
本
隆
寺
に
於
い

て
、
三
宝
諸
尊
閉
眼
法
要
厳
修
。
法
要
に

先
立
ち
、
十
九
日
午
後
九
時
よ
り
法
華
宗

真
門
流
青
年
会
に
よ
る
御
報
恩
通
夜
唱
題

行
実
施
。

◆
十
一
月
一
日
～
二
日
、
総
本
山
本
隆
寺
に

於
い
て
、
東
山
未
生
流
い
け
ば
な
展
開
催
。

◆
十
一
月
七
日
～
八
日
、
本
隆
寺
本
堂
の

仏
具
搬
出
。
平
成
大
改
修
の
工
事
着
工
準

備
整
う
。

◆
十
二
月
十
五
日
～
十
六
日
、「
平
成
二

十
八
年
度
定
期
宗
会
」
開
催
。

◆
十
二
月
十
六
日
、
総
本
山
本
隆
寺
に
於

い
て
、
貫
主
推
戴
会
開
催
。
次
期
貫
主
に

上
田
泰
源
師
。

（
森
田
量
哲
）

◆
十
月
十
二
日
、

大
本
山
妙
蓮
寺

（
松
下
日
肆
貫
首
）
に
於
い
て
、
宗
祖
日

蓮
大
聖
人
御
会
式
法
要
を
厳
修
。

◆
十
一
月
十
二
日
、
大
本
山
妙
蓮
寺
に
於

い
て
御
開
山
日
像
菩
薩
御
報
恩
法
要
並
び

に
三
師
会
・
歴
代
上
人
法
要
を
奉
修
。

◆
二
月
五
日
、
管
長
・
大
本
山
妙
蓮
寺
貫

首
大
僧
正
松
下
日
肆
上
人
本
葬
儀
を
大

本
山
妙
蓮
寺
に
於
い
て
厳
修
。

◆
本
門
法
華
宗
学
院
（
渡
辺
日
恩
学
院
長
）

第
百
五
十
八
回
教
学
講
習
会
を
九
月
一
・

二
日
、
第
百
五
十
九
回
同
講
習
会
を
十
一

月
二
十
四
・
五
日
、
卯
木
講
堂
に
て
開
講
。

◆
布
教
誌
『
生
き
る
』
第
六
十
七
号
、
信

報
『
信
行
』
第
百
八
十
六
号
を
一
月
一
日

に
発
行
。

（
吉
村
光
敬
）

◆
八
月
一
日
、
月

旦
大
国
祷
。
五
日
、

全
国
少
年
少
女
夏
期
学
校
（
於
、
岩
手
県

花
巻
市
）
七
日
ま
で
開
催
。
十
一
日
、
申

孝
園
夏
ま
つ
り
開
催
。
十
五
日
、
盂
蘭
盆

開
顕
大
供
養
会
（
旧
盆
）
厳
修
。
賽
主
先

生
以
下
有
志
、
靖
國
神
社
参
拝
。
二
十
日
、

妙
宗
大
霊
廟
各
局
輪
番
常
勤
給
仕
、
二
十

一
日
ま
で
開
催
。
二
十
一
日
、
妙
宗
大
霊

廟
例
月
供
養
会
。
二
十
六
日
、
田
中
香
浦

先
生
第
二
十
一
回
忌
追
善
法
要
厳
修
。
三

十
日
、
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会
機
関
誌
編
集

委
員
会
（
於
、
法
華
宗
陣
門
流
宗
務
院
）
に

森
山
真
治
・
的
場
春
奈
両
編
集
委
員
出
席
。

◆
九
月
一
日
、
月
旦
大
国
祷
。
九
日
、
日

蓮
聖
人
門
下
連
合
会
常
任
理
事
会
（
於
、

日
蓮
宗
宗
務
院
）
に
森
山
真
治
常
任
理
事

出
席
。
十
日
、
佛
教
大
学
大
谷
栄
一
准
教

授
調
査
の
た
め
本
部
来
園
。
十
二
日
、
龍

口
法
難
会
慶
讃
法
要
。
御
聖
日
集
会
担
当
、

松
本
充
子
講
師
補
。
十
五
日
、
明
治
の
日

実
行
委
員
会
（
於
、
衆
議
院
第
二
議
員
会

館
）
に
森
山
真
治
実
行
委
員
出
席
。
十
八

日
、
中
央
連
合
協
議
会
、
申
孝
園
清
掃
奉

仕
。
二
十
一
日
、
妙
宗
大
霊
廟
各
局
輪
番

常
勤
給
仕
、
二
十
二
日
ま
で
開
催
。
二
十

二
日
、
妙
宗
大
霊
廟
秋
季
彼
岸
大
供
養
会
。

◆
十
月
一
日
、
月
旦
大
国
祷
。
三
日
、
明

治
の
日
実
行
委
員
会
（
於
、
衆
議
院
第
二

議
員
会
館
）
に
、
森
山
真
治
実
行
委
員
出

席
。
十
日
、
日
蓮
聖
人
佐
渡
法
難
会
慶
讃

法
要
。
御
聖
日
集
会
担
当
、
藤
本
坦
孝
講

師
。
十
二
日
、
池
上
屋
外
宣
伝
。
日
蓮
聖

人
御
逮
夜
法
要
。
十
三
日
（
木
）
日
蓮
聖

人
鶴
林
会
報
恩
大
法
要
。
御
聖
日
集
会
担

当
、
田
中
い
く
子
講
師
。
十
五
日
、
妙
宗

大
霊
廟
各
局
輪
番
常
勤
給
仕
、
十
六
日
ま

で
開
催
。
十
六
日
、
妙
宗
大
霊
廟
例
月
供

法
華
宗
真
門
流

本
門
法
華
宗

国

柱

会

日
蓮
本
宗

養
会
。
二
十
八
日
、
身
延
輪
番
給
仕
先
発

と
し
て
、
森
山
真
治
講
師
補
出
向
。
二
十

九
日
、
第
五
十
二
回
身
延
大
祖
廟
輪
番
給

仕
国
柱
会
奉
仕
団
三
十
日
ま
で
開
催
。

◆
十
一
月
一
日
、
月
旦
大
国
祷
。
明
治
の

日
を
実
現
す
る
院
内
集
会
（
於
、
衆
議
院

第
二
議
員
開
館
）
に
賽
主
先
生
以
下
中
央

同
志
出
席
。
三
日
、
明
治
節
慶
讃
法
要
。

明
治
神
宮
参
拝
。
四
日
、
三
笠
宮
崇
仁
親

王
殿
下
葬
場
一
般
拝
礼
（
於
、
豊
島
岡
墓

地
）
に
賽
主
先
生
参
入
拝
礼
。
六
日
、
蓮

華
サ
ー
ク
ル
開
催
。
十
一
日
、
午
前
十
時

よ
り
本
部
理
事
会
並
び
に
監
査
。
日
蓮
聖

人
小
松
原
法
難
会
慶
讃
法
要
。
御
聖
日
集

会
ビ
デ
オ
上
映
。
十
五
日
、
ロ
ー
タ
ス
ヴ

ィ
ラ
消
防
訓
練
。
十
六
日
、
恩
師
田
中
智

学
先
生
御
逮
夜
法
要
。
式
後
、
追
憶
の
集

い
開
催
。
十
七
日
、
第
七
十
八
遠
忌
恩
師

田
中
智
学
先
生
報
恩
大
会
。
式
後
、
報
恩

の
集
い
開
催
。
十
九
日
、
全
国
定
例
協
議

員
会
。
妙
宗
大
霊
廟
各
局
輪
番
常
勤
給
仕

（
二
十
日
迄
）
開
催
。
二
十
日
、
妙
宗
大

霊
廟
例
月
供
養
会
。
二
十
八
日
、
日
蓮
聖

人
門
下
連
合
会
機
関
誌
編
集
委
員
会
（
於
、

本
門
佛
立
宗
宗
務
院
）
に
、
森
山
編
集
委

員
出
席
。

（
記
　
森
山
真
治
）

日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会

●
目
的

本
会
は
日
蓮
聖
人
の
理
想
を
実
現
す
る
た

め
、
祖
廟
を
中
心
と
し
て
門
下
各
派
及
び

教
団
並
び
に
地
方
門
下
連
合
会
の
連
絡
、

協
力
、
団
結
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

●
事
業

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

左
の
事
業
を
行
う
。

１
、
祖
廟
護
持
の
組
織
強
化

２
、
教
育
事
業
の
提
携

３
、
布
教
の
連
合
強
化

４
、
懇
談
会
・
研
究
会
・
講
演
会
等
の

開
催

５
、
各
種
出
版
物
の
刊
行

６
、
海
外
布
教
の
提
携
及
び
交
流

７
、
対
外
的
な
各
種
の
運
動

８
、
そ
の
他

●
加
盟
団
体

日

蓮

宗

法
華
宗
本
門
流

顕
本
法
華
宗

法
華
宗
陣
門
流

本
門
佛
立
宗

日
蓮
本
宗

法
華
宗
真
門
流

本
門
法
華
宗

国

柱

会

日
本
山
妙
法
寺

京
都
門
下
連
合
会
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